















1｡ はじ め に
森下は､ 成長期の家族旅行経験とその後の志向や性格について､2008 年に首都圏に住む18～25
歳の男女293 名にｱﾝｹｰﾄ 調査を行ったが､ その結果､｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ｣ や｢ 思いやり､




2｡ 調 査 の 方 法
調査は､ 全国の18 歳～25 歳（平均22.8 歳）の男女を対象にｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｱﾝｹｰﾄ 形式（楽
天ﾘｻｰﾁ ）で行い､｢ 小学校入学以前｣､｢ 小学生時代｣､｢ 中学生時代｣､｢ 高校生時代以降｣ のそ
れぞ れの家族旅行回数や家族旅行の形態､ 自身が自覚してい る志向や性格などについて調査した｡
これをもとに､ 家族旅行の経験回数や海外家族旅行経験の有無などによって被験者を8 つのｾ ｸﾞﾒﾝﾄ
に分け､ そ れぞれのｾ ｸﾞﾒﾝﾄ で自分自身が自覚している志向や性格と家族旅行経験の相関性
に着目した｡ なお､ 被験者の年齢については､ 子供時代 の家族旅行の記憶が比較的正確であり､ か
つ自己分析､ 評価が出来るという点で18 歳～25 歳を対象とした｡
回答 数は1,700 名（男性724 名：女性976 名 ）､ｱﾝｹｰﾄ の実施期間は2010 年2 月9 日～2 月11
日｡ 被験者の居住地については､ 巻末資料の資料1､ 実際のｱﾝｹｰﾄ 項目は巻末資料2｡
3. 分析の基準
（1 ）ｾ ｸﾞﾒﾝﾄ の設定
全体の家族旅行の平均回数やそのうちの小学生時代の平均回数を調べ､ 海外家族旅行経験の有
無､ 祖父母など同行者の形態により､ 以下の8 つのｾ ｸﾞﾒﾝﾄ を設定し分析対象とした｡ 細分化に
際しては､ 調査結果から､ 家族旅行全体の平均回数は16 回､ 小学生時代については7 回を平均と
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設定し､ また､ 全体の家族旅行平均回数の16 回より多い層のみの平均回数が30.8 回であることか
ら､ ①『特に多い』層の基準回数を31 回以上､ 全体の家族旅行回数の平均16 回より少ない層のみ


















自覚する志向や性格を問う質問は以下の20 項目｡ これらの質問に対し､｢ そう思う｣5､｢ ややそ
う思う｣4､｢ どちらともいえない｣3､｢ あまりそう思わない｣2､｢ そう思わない｣1､ の5 段階の
回答で自己評価をしてもらった｡
質問の内容はすべてﾎﾟｼﾞﾃｨ ﾌﾞなもので､ 分析に当たっては本人の自己評価（満足度）が高い｢5､4｣











































4. 成 長期 の 家族 旅 行 と志 向･ 性 格 との 関連 性
20 項目の質問は､ さらに｢ 適応力｣､｢ 自主性｣､｢ｺﾐﾕﾆｹｰｼｮﾝｶ｣､｢ 向社会性･ 社会性｣､｢



















特 に多 い �　
②






海 外 家 族
旅 行 �　　
⑤
小 学 生 時





特 に 少 な
い �　　
③
家 族 旅 行
経 験なし �
最大 差
Q4. 知 ら ない 人 と接 す
る のが 得意 �24.9% �33.0%- �30.0% �30.0% �33.2% �31.0% �20.9% �l
匯0 �22.0% �11.2
Q5. 環 境 が変 わっ て も
す ぐ に適応 で きる �35.1% �39.4%- �38.9% �39.1% �40.5% �38.0% �30.8% �29.0% �
証 �12.3
Q6. 人 と 協調 し て行 動
す るの が得 意 �37.5% �43.4% �44.5%一 �38.2% �49.4% �43.7% �31.1% �28.6% �2<)
 0偏 �23.4
Q17. 想 定 外 の 出 来 事
で も対 処で きる �33.1% �43.0%- �40.0% �36.4% �44.4% �40.9% �28.0% �26.2% �
μU ％ �20.1
*太字は最も満足度の高いもの､下線は2番目に満足度の高いもの､網掛けは最も満足度の低いものを表す｡
図表1 の通り､ 適応力 について最も満足 度の高かったのは④ 『海外家 族旅行』層で､ 質問4 項
目すべてで最も5､4 の割合が高い結果となり､4 項目中3 項目の質問で､ 満足度が4 割を超 えた｡
また､ ① 『特に多い』層 も④ 『海外家族旅行』層に次いでこの割合が高く､4 項 目中3 項目の質問
で2 番 目に満足度が高い 結果となった｡ 一方､5､4 の割合が最 も低 かったのは⑧ 『家族旅行経験
なし』層で､ 満足 度は4 項 目すべてで20% 台 にとどまった｡









祖 父 母 旅
行 �　　
④
海 外 家 族
旅行 �　　
⑤
小 学 生 時





特 に 少 な
い �　　
⑧
家 族 旅 行
経 験 なし �
最 大差
Q4. 知 ら ない 人 と接 す
る のが得 意 �52.4% �46.2% �48.6% �46.4% �
唇葱嘱 �47.8% �56.4% �57.6% �56.5% �14.4
Q5. 環境 が 変 わっ て も
すぐ に適 応で きる �36.6% �33.9% �34.8% �35.5% �34.0% �-i.i.2% �40.5% �41.7% �42.4% �9.2
Q6. 人 と協 調 して 行 動
す るのが 得意 �31.0% �25.8
％ �26.5% �26.4% �2"!.fi％ �26.5% �36.7% �35.8% �40.7% �17.1
Q17. 想 定 外 の 出 来 事
で も対処 で きる �30.6% �30,3% �27.4% �27.3% �27.4% �26.2% �35.7% �36.9% �36.7% �9.6
＊太字は最も不満足度の高いもの､ 網掛けは最 も不満足度の低いものを表す｡
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反対に､ 図表2 で不満足度1､2 の割合を見ると､ ⑦『特に少ない』層と⑧『家族旅行経験なし』
層で高く､ それぞれ4 項目中2 項目で割合が最も高くなった｡ また､ 全般的に⑥『小学生時代に少
ない』層､ ⑦r 特に少ない』層､ ⑧『家族旅行経験なし』層で不満足度の割合が高くなっており､
反対に､『海外家族旅行』層では､ 質問4 項目中2 項目で不満足度が最も低い結果となっている｡











1 ）満 足 度 につい て








祖 父 母 旅
行 �　　
④












家 族 旅 行
経験 な し �
最大 差
Ql 我慢 強い �48.7% �52.0% �54.5%- �53.6% �56.8% �53.2% �45.8% �47.3% �42.9% �13.9
03 行動 す る と き は 自
主的 に動 くこ とが多 い �43.6% �56.6% �49.5% �40.0% �54.1%- �50.0% �37.3% �34.3% �2
励% �26.7
on 将 来､ とて もや り
たい と思 う職業 （や り
たいこ と） があ る �46.2% �52.0% �5
□ ％ �49.1% �51.4% �51.6%- �41.4% �40.1% � 湊4 5% �17.5
Q18 物 事は 最後 まで や
り遂げ る �47.9% �52.9% �52.9% �51.8% �56.4% �53.2%- �43.3% �43.2% �38.4% �18.0
＊太字は最も満足 度の高いもの､ 下線は2 番 目に満足度の高いもの､ 網掛けは最も満足度の低いものを表す｡
自主性についての満足度をまとめると（図表3 ）､④『海外家族旅行』層と①『特に多い』層で
満足度が高く､ 質問4 項目中､｢Ql. 我慢強い｣ と｢Q18. 物事は最後までやり遂げる｣ の2 項目で
④『海外家族旅行』層が､｢Q3. 行動するときは自主的に～｣ と｢Qll. 将来､ とてもやりたいと思
う職業～｣ の2 項目で①『特に多い』層が最も自己評価の満足度の高い結果となった｡ 中でも､｢Q3.
行動するときは自主的に動くことが多い｣ については､ 満足度の最大差が26.7 ﾎﾟｲﾝﾄ と､ 大き
な差異が生じた｡
森下：成長期の家族旅行経験と個人の志向･ 性格との関連性について
2 ）不 満足 度 につい て
























家 族 旅 行
経験 なし �
最大 差
Ql 我 慢 強い �27.7% �29.0% �25.7% �30.9% � 雌 2% �27.8% �29.7% �28.1% �30.5% �7.7
Q3 行 動 す る と き は 自
主 的 に動 くこ とが多い �26.8% �21.3% �23.7% �30.0% �18.9
％ �22.8% �30.5% �31.7% �29.4% �12.8
Qll 将来､ とて もや り
たい と思 う職業 （や り
たい こ と） があ る �28.0% �27.1% �26.5% �30.9% �25
 |% �25.4% �31.3% �32.2% �39.0% �13.9
Q18 物 事 は最後 まで や
り 遂げ る �19.5% �18.1% �17.7% �19.1% �
蘇掘 �17.9% �22.6% �23.7% �27.1% �12.4
＊太字は最 も不満足度の高い もの､ 網掛けは最も不満足度の低いものを表す｡
一方､ 図表4 で自主性の不満足度を見ると､ ③ 『家族旅行経験なし』層が､ 質問4 項目中2 項目
でその割合が高く､｢ 我慢強い｣ の項目では③『祖父母旅行』層が､｢Q3. 行動するときは自主的に～｣
で は『特 に少ない』層が､ そ れぞれ最 も不満足 度の高い結果となった｡ また､ 反対 に､ ④ 『海外家
族旅行』層では4 項目すべてで不満足度の割合が最も低い結果となっている｡
以上のように満足 度､ 不満足度の割合を見ると､ 自主性 に関しては④ 『海外家族旅行』層で自己
評価の満足度が高く､ 特に｢Q3. 行動するときは自主的に～｣ の項目で満足･ 不満足 の最大 ﾎﾟｲﾝﾄ
差が大 きい結果 となった｡
（3 ）｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ｣ について
















1 ） 満足 度につい て





平 均 よ り
多い �
③















家 族 旅 行
経 験 なし �
最大 差
Q6 人 と協 調 し て 行 動
す る のが 得意 �37.5% �43.4% �44.5% �38.2% �49.4% �43.7% �31.1% �28.6% �痢 �23.4
Q14 家 族 と普段 あっ た
出 来事 を よく話 す �56.6% �67.0%- �65.4% �57.3% �69.9% �62.9% �49.9% �46.0% �37.')
％ �32.0
Q15 友 人 は多 い 方だ �26.7% �33.5% �32.8% �24.5% �36.3% �31.0% �22.9% �20 落％ �22.6% �15.5
Q16 心 か ら信頼 で きる
人 がい る �56.5% �65.6% �64,3% �60.0% �64.9%- �64.2% �49.2% �46.8% �
貼蕪 �21.0
Q19 うまく行かないこと
で も人のせいにしない �38.5% �50.7% �43.4% �41.8% �47.5%- �44.8% �33.9% �
拙稿 �35.0% �17.3
＊太字は最も満足 度の高い もの､ 下線は2 番目に満足度の高い もの､ 網掛けは最も満足度の低いものを表す｡
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図表5 から､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ の満足度をまとめると､ ④『海外家族旅行』層と①『特に多
い』層で満足度が高く､ 質問5 項目中3 項目で④『海外家族旅行』層が､2 項目で『特に多い』層
が最も自己評価の満足度の高い結果となった｡ 中でも､｢Q14. 家族と普段あった出来事を～｣ の項





特 に多 い �　　
②


















家 族 旅 行
経験 なし �
最大差
Q3 の 人 と協 調 し て 行
動 する のが得 意 �31.0% �25.8% �26.5% �26.4% �励涛
％ �26.5% �36.7% �35.8% �40.7% �17.1
Q14 家族 と普段 あ った
出 来事 をよ く話す �21,2% �14.5% �15.8% �17.3% �12.7% �18.6% �24.7% �26.9% �31.1% �18.4
Q15 友 人 は多い 方 だ �41.7% �37.1% �37.4% �46.4% �妙丿鴨 �37.1% �46.4% �48.5% �49.2% �19.9
Q16 心 か ら信 頼で きる
人がい る �20.1% �14.9% �16.3% �21,8% �縁端 �16.3% �23.5% �25.2% �27.7% �13.0
019 う まく行 か な いこ
とで も人 のせ い にしな
い �23.9% �21.7% �22.5% �24.5% �
独3舗 �22.6% �25.8% �25.2% �27.1% �7.8
＊ 太字は最も不満足 度の高い もの､ 網掛けは最 も不満足度の低い ものを表す
一方､ 図表6 でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ についての不満足度を見ると､ ⑧『家族旅行経験なし』層
と⑦『特に少ない』層で不満足度が高く､ 特に③『家族旅行経験なし』層では質問4 項目中のすべ
てでその割合が高くなっている｡ 反対に､ ④『海外家族旅行』層では4 項目のすべてで不満足度の
割合が最も低い結果となった｡
（4 ）｢向社会性･ 社会性｣ について









1 ）満 足 度 につ い て



























Qﾌ 社 会 の さ ま ざ ま な
出来事 に 関心があ る �53,0% �64.3%- �59.7% �62.7% �68.0% �61.6% �44.8% �症無 �44.6% �25.5
Q8 環 境 問 題 に興 味 が
あ る �44.7% �53.4% �49.8% �55.5%- �56.0% �50.4% �37.3% �35.7% �37.9% �20.3
Q9 日 本の地 理や 歴史､
情勢 に興味 があ る �45.1% �57.9% �52.8% �51.8% �56.8%- �54.8% �37.4% �37.6% �?b
 2≫/o�21.7
QIO 世 界 の 地 理 や 歴
史､ 情 勢 に興 味が あ る �41.8% �53.4% �50.2% �53.6%- �55.2% �50.9% �33.6% �32.8% �
鼓.()％ �23.6
Qll 将来､ とて もや り
たい と思う職 業 （や り
たいこ と）が ある �46.2% �52.0% �51.1% �49.1% �51.4% �51.6%- �41.4% �40.1% �
驚掘 �17.5
Q17 想定 外の 出来 事で
も対 処 で きる �33.1% �43,0%- �40.0% �36.4% �44.4% �40.9% �28.0% �26.2% �24.3% �20.1
Q18 物事 は最 後 までや
り 遂げ る �47,9% �52.9% �52.9% �51.8% �56.4% �53.2%- �43.3% �43.2% �38.4% �18.0
＊太字は最も満足度の高い もの､ 下線は2 番目に満足度の高いもの､ 網掛けは最も満足度の低いものを表す｡
向社会性･ 社会性についての満足度（図表ﾌ ）では､ ④『海外家族旅行』層と①『特に多い』層
で最も満足度が高く､ 質問ﾌ 項目中5 項目で④『海外家族旅行』層が､2 項目で①『特に多い』層
が最も自己評価の満足度の高い結果となった｡
向社会性･ 社会性については､ 満足度の高低の最大差に開きが出た項目も多く､｢Qﾌ｡ 社会のさ
まざまな出来事～｣ では25.5 ﾎﾟｲﾝﾄ､｢Q8. 環境問題に～｣ では20.3 ﾎﾟｲﾝﾄ､｢Q9. 日本の地理
や歴史～｣ では21.7 ﾎﾟｲﾝﾄ､｢QIO. 世界の地理や歴史～｣ で23.6 ﾎﾟｲﾝﾄ､｢Qiﾌ｡ 想定外の出来
事～｣ で20.1 ﾎﾟｲﾝﾄ と､5 項目で最大差が20 ﾎﾟｲﾝﾄ を超えた｡
2 ）不満足度について
図表8｢ 向社会性･ 社会性｣ に関する不満足度（1-2 評価の割合）
�全体 �　　
①




















家 族 旅 行
経 験なし �
最 大 差
Q7 社 会の さ ま ざ ま な
出来事 に 関心が ある �20.6% �16.7% �18.0% �15.5% �13.5% �17.6% �23.2% �25.2% �24.9% �11.7
Q8 環 境 問 題 に 興 味 が
あ る �25.2% �22.6% �21.7% �22.7% �15.J% �22.0% �29.7% �32.2% �31.1% �17.1
Q9 日 本の 地理や 歴 史､
情 勢 に興味 があ る �30.1% �24.9% �26.9% �29.1% �24.7% �25.8% �34.4% �34.8% �34.5% �10.1
QIO 世 界 の 地 理 や 歴
史､ 情 勢 に興味 があ る �31.3% �28.1% �27.2% �26.4% �22
沿''-;.�26.7% �37.0% �37.6% �37.3% �15.6
Qll 将来､ とて もや り
たい と思う 職業 （や り
たいこ と） があ る �28.0% �27.1% �26.5% �30.9% �25.1% �25.4% �31.3% �32.2% �39.0% �13.9
Q17 想 定外 の出 来事 で
も対 処で きる �30.6% �30.3% �27.4% �27.3
％ �27.4% �26.2% �35.7% �36.9% �36.7% �10.7
Q18 物 事 は最後 まで や
り遂げ る �19.5% �18.1% �17.7% �19.1% �14.7% �17.9% �22.6% �23.7% �27.1% �12.4
＊太字は最 も不満足 度の高いもの､ 網掛けは最も不満足 度の低い ものを表す｡
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図表8 で向社会性･社会性の不満足度を見ると､ ⑦『特に少ない』層でﾌ 項目中5 項目が､ ⑧! 家
族旅行経験なし』層で2 項目の割合が最も高くなっており､ 反対に､ ④『海外家族旅行』層では7
項目中6 項目で不満足度の割合が最も低い結果となっている｡
（5 ）｢思いやり･ 精神の安定性｣ について








］.）満足 度につ い て
図表9｢ 思いやり･ 精神の安定性｣ に関する満足度（5･4 評価の割合）
�全体 �　　
①

















特 に 少 な
い �　　
③
家 族 旅 行
経験 な し �
最 大差
Ql 我慢 強い �48.7% �52.0% �54.5%- �53.6% �56.8% �53.2% �45.8% �47.3% �42.9% �13.9
Q2 人 に 対 し て 思 い や
りがあ る �54.0% �66.1% �61.7% �60.0% �64.5% �62.4% �47.3% �46.3% �45.8% �20.3
Q12 家族 が一 番 大切 だ
と思う �61.9% �71.9% �70,8%- �61.8% �70.7% �68.5% �54.9% �51.3% �45.2% �26.7
Q13 自分 は家 族 に大切
にされて いる と思 う �70.3% �79.6% �79.8%- �76.4% �83.8% �78.9% �60.5% �56.9% �44.0"-,.�39.2
Q16 心か ら信 頼で きる
人が いる �56.5% �65.6% �64.3% �60.0% �64.9%- �64.2% �49.2% �46.8% �44 添物 �21.0
Q19 う まく行 か な い こ
とで も人の せ い にし な
い �38.5% �50.7% �43.4% �41.8% �47.5%- �44.8% �33.9% �
孫4鴉 �35.0% �17.3
Q20ｲﾗｲﾗ す るこ と
はあ まり ない �18.9% �25.8% �21.1% �12.
ﾌ％゙ �22.4%- �22.2% �17.0% �17.2% �14.7% �13.1
＊ 太字は最も満足度の高いもの､ 下線は2 番目に満足度の高い もの､ 網掛けは最も満足度の低い ものを表す｡
図表9 から｢ 思いやり･ 精神の安定性｣ に関する満足度を見ると､ ①『特に多い』層と④『海外
家族旅行』層が最も満足度が高く､ 質問ﾌ 項目中5 項目で①『特に多い』層が､2 項目で④『海外
家族旅行』層が最も自己評価の高い結果となった｡
中でも､｢Q13. 自分は家族に大切にされている～｣ では､ 満足度高低の最大差が39.2 ﾎﾟｲﾝﾄ と










平 均 よ り
多い �　　
③






小 学 生 時











Qi 我慢 強い �27.7% �29.0% �25.7% �30.9% �2J.2% �27.8% �29.7% �28.1% �30.5% �7.7
Q2 人 に対 し て 思い や
りがあ る �14.7% �9.0
％ �11.2% �13.6% �11.6% �10.6% �18.5% �19.2% �22.6% �13.6
Q12 家 族 が一 番大切 だ
と思 う �13.0% �8.1% �9.2% �13.6% �8.1
願 �9.3% �17,6% �19.0% �25.4% �Iﾌ.3
Q13 自分 は家族 に大 切
にさ れて いる と思う �10.5% �6.3"/o �6.8% �9.1% �6.6% �7.0% �14.7% �16.3% �23.2% �16.9
Q16 心 か ら信頼 で きる
人がい る �20.1% �14.9% �16.3% �21.8% �採掘 �16.3% �23.5% �25.2% �27.7% �13.0
Q19 う まく行 か ない こ
とで も人 の せ い にし な
い �23.9% �21.7% �22.5% �24.5% �
錬驚喘 �22.6% �25.8% �25.2% �27.1% �7.8
Q20ｲﾗｲﾗ するこ と
はあ まり ない �54.4% �48.9% �51.4% �55.5% �Ab.
瑞 �50.7% �55.7% �55,6% �54.2% �9.4
＊太字は最も不満足 度の高い もの､ 網掛けは最も不満足度の低い ものを表す｡
一方､ 図表10 で不満足度を見ると､ ⑧『家族旅行経験なし』層で7 項目中5 項目でその割合が
最も高くなっており､ 反対に､ ④『海外家族旅行』層では7 項目中5 項目で､ ①『特に多い』層で3
項目の不満足度の割合が最も低い結果となっている｡





満足度（5･4 の割合）において､ｾ ｸﾞﾒﾝﾄ によりその最大値と最小値の差が20 ﾎﾟｲﾝﾄ を超
えたのは､ 質問20 項目中11 項目であった｡ そのうち､｢ 適応力｣ に関する質問では4 項目中2 項
目で､｢ 自主性｣ では4 項目中1 項目で､｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ｣ では5 項目中3 項目で､｢ 向社
会性･ 社会性｣ ではﾌ 項目中5 項目で､｢ 思いやり･ 精神の安定性｣ ではﾌ 項目中3 項目で､ それ
ぞれ満足度の差が大きい結果となった｡
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図表11　 満足度（5･4 ）の最大値と最小値の差が20 ﾎﾟｲﾝﾄ を超えた質問と分類



















よく話す � ④『海外家族旅行』層 �③『家族旅行経験なし』層 �32.0




心がある � ④『海外家族旅行』層 � ⑦『特に少ない』層 �25.4













人に対して思いやりがある � ①『特に多い』層 �⑧『家族旅行経験なし』層 �20.3
�Q12家族が一番大切だと思う � ①『特に多い』層 �⑧『家族旅行経験なし』層 �26,7
�Q13自分は家族に大切にされて
いると思う �④『海外家族旅行』層 �③『家族旅行経験なし』層 �39.2
�Q16心から信頼できる人がいる � ①『特に多い』層 �③r 家族旅行経験なし』層 �21.0
2 ）各質問項目における不満足度の最大差について
不満足度では､ 最大値と最小値の差が20 ﾎﾟｲﾝﾄ を超えた質問項目はなかったが､15 ﾎﾟｲﾝﾄ
を超えたのは質問20 項目中8 項目であった（図表12）｡
最大差が15 ﾎﾟｲﾝﾄ を超えたのは､｢ 適応力｣ に関する質問では4 項目中1 項目､｢ 自主性｣ で
はO､｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ｣ では5 項目中3 項目､｢ 向社会性･社会性｣ ではﾌ 項目中2 項目､｢ 思
いやり･ 精神の安定性｣ ではﾌ 項目中2 項目で､ それぞれ満足度の差が大きい結果となった｡
図表12　不満足度（い2 ）の最大値と最小値の差が15 ﾎﾟｲﾝﾄ を超えた質問と分類











『家族旅行経験なし』層 � ④『海外家族旅行』層 �17.1
�Q14家族と普段あった出来事を
よく話す �⑧『家族旅行経験なし』層 � ④『海外家族旅行』層 �18.3
�Q15友人は多い方だ �⑧『家族旅行経験なし』層 � ④『海外家族旅行』層 �19.8
向社会性･ 社会性(2/7
項目) �Q8
環境問題に興味がある � ⑦『特に少ない』層 � ④『海外家族旅行』層 �17.2
�QIO世界の地理や歴史､情勢に
興味がある � ⑦




家族が一番大切だと思う �⑧『家族旅行経験なし』層 � ④『海外家族旅行』層 �17.3
�Q13自分は家族に大切にされて




次に､5 つの資質の分類における各質問に対する満足度の割合を､ｾ ｸﾞﾒﾝﾄ ごとに平均値を算
出してまとめた（図表13 ）｡




















小 学 生 少
ない �　
⑦





適応力 �32.7% �39.7%- �38.3% �35.9% �41.9% �38.4% �27.7% �25.7% �訟1% �16.8
自主 性 �46.6% �53.4%- �52.0% �48.6% �54.6% �52.0% �42.0% �41.3% �麗4錨 �18.2
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ �43.2% �52.0%- �50.1% �44.4% �53.6% �49,3% �37.4% �35.1% � 疸.2% �20.4
向社 会性･ 社 会性 �44.5% �53.8%- �50.9% �51.6% �55.4% �51.9% �38.0% �36.9% �拡4% �20.1
思い やり･ 精 神 の安 定
性 �49.8% �58.8% �56.5% �52.3% �58.6%- �56.3% �44.1% �42.8% �
誰.()% �19.8
＊太字は最も満足度の高い もの､ 下線は2 番目に満足 度の高い もの､ 網掛けは最も満足度の低い ものを表す｡
2 ）不満足度の平均値
不満足度についても､ｾ ｸﾞﾒﾝﾄ ごとに平均値を算出してまとめた（図表14 ）｡




























適応力 �37.7% �34.0% �34.3% �33.9% � 厘  (1% �33.4% �42.3% �43.0% �44.1% �12.0
自主 性 �25.5% �23.9% �23.4% �27.7% �20.5% �23.5% �28.5% �28.9% �31.5% �11.0
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ �27.6% �22.8% �23.7% �27.3% �19.9% �24.2% �31.4% �32.3% �35.1% �15.2
向社 会性･ 社 会性 �26.5% �24.0% �23.6% �24.4% �2u.4':-i�23.1% �30.5% �31.8% �32.9% �12.6
思い やり･ 精 神 の安 定
性 �23.5% �19.7% �20.4% �24.2% �18.5% �20.6% �26.5% �27.0% �30.1% �11.6








思う｣ の39.2 ﾎﾟｲﾝﾄ で､ 最も満足度の高かった④『海外家族旅行』層の83.8% が｢5 そう思う｣､｢4
ややそう思う｣ と答えているのに対し､ 最も低い⑧『家族旅行経験なし』層ではこの割合が44.6%
となっており､ そこには2 倍近い差が生じている｡ また､ この項目では､ ②『平均より多い』層
が79.8%､ ①『特に多い』層が79.6％､ ⑤『小学生時代に多い』層で78.9% が5､4 と答えており､
家族旅行経験が多い層で満足度が高いことが分かる｡
次に差が大きくなったのは､｢Q14. 家族と普段あった出来事をよく話す｣ で､ 最も満足度の高
かった④『海外家族旅行』層の69.9％が5､4 と答えているのに対し､ 最も割合の低かった⑧『家
族旅行経験なし』層では37.9％となっており､ その差が32 ﾎﾟｲﾝﾄ となっている｡ この質問項目
も｢Q13. 自分は家族に大切に～｣ と同様に､ ①『特に多い』層67.0%､ ②『平均より多い』層が65.4
％､ ⑤『小学生時代に多い』層62.9% といった家族旅行経験が多い層で満足度が高い｡
3 番目に差が大きくなったのは､｢ 家族が一番大切だと思う｣ で､ 最も満足度の高かった①『特
に多い』層の71.9% が5,4 と答えているのに対し､ 最も割合の低かった⑧『家族旅行経験なし』層







｢Q14. 家族と普段あった出来事を～｣ でも同様で､ ⑧『家族旅行経験なし』層の31.1％､ ⑦『特
に少ない』層の26.9％が1､2 と答えているのに対し､ この割合が低い④『海外家族旅行』層では12.7%､
①『特に多い』層では14.5% にとどまっており､ ここでも2 倍以上の差がある｡
さらに､｢Q12. 家族が一番大切だと思う｣ でも､ ⑧『家族旅行経験なし』層の25.4％､ ⑦『特に
少ない』層の19.0% が1､2 であるのに対し､ ①『特に多い』層と④『海外家族旅行』層では8.1％､
②『平均より多い』層では9.2%､ ⑤『小学生時代に多い』層では9.3% と3 倍以上の差が生じている｡
（2 ）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ と向社会性･ 社会性において差異
図表13､14 で､ 各分類における満足度と不満足度の平均を比較してみると､ 分類ごとで最も差
が大きかったのはｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ となった｡ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ の満足度（図表13 ）では､
④『海外家族旅行』層が53.6％であるのに対し､ ⑧『家族旅行経験なし』層では33.2％となってお
り､ その差が20.4 ﾎﾟｲﾝﾄ と生じている｡ これを不満足度（図表14）で見ても､ ④『海外家族旅
行』層と⑧『家族旅行経験なし』層で最も差が大きく､ ⑧『家族旅行経験なし』層では35.1％が1､
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2 であるのに対し､ ④r 海外家族旅行』層では19.9% で､ その差が15.2 ﾎﾟｲﾝﾄ 生じており､ この
差は5 つの資質の分類中で最も大きいものとなった｡
また､ 向社会性･ 社会性においても､ 満足度（図表13 ）では､ ④『海外家族旅行』層が55.4%
であるのに対し､ ⑧『家族旅行経験なし』層では35.4% となっており､ その差が20.1 ﾎﾟｲﾝﾄ と
生じている｡ これを不満足度（図表14 ）で見ても､ ④『海外家族旅行』層と⑧『家族旅行経験なし』
層で最も差が大きく､ ⑧『家族旅行経験なし』層では32.9％が1､2 であるのに対し､ ④『海外家
族旅行』層では20.4% となっており､ その差が12.6 ﾎﾟｲﾝﾄ となっている｡
以上のように､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ と向社会性･ 社会性においては､ 満足度と不満足度の両面と
も､ 最も満足度の高いｾ ｸﾞﾒﾝﾄ と低いｾ ｸﾞﾒﾝﾄ が一致しており､ この2 つの資質における家族
旅行経験と志向や性格との関連性が指摘できるだろう｡
（3 ）『海外家族旅行』層で満足度が高く､ 『家族旅行経験なし』層で満足度が低い
（2 ）と同様､ 各分類における満足度と不満足度の平均を見ると､ 満足度（図表13 ）においては､
適応力､ 自主性､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ､ 向社会性･ 社会性の4 つの分類において④『海外家族
旅行』層の満足度の平均が最も高く､ 思いやり･ 精神の安定性においては､ ①『特に多い』層の平
均値が最も高い結果となった｡ さらに､2 番目に満足度の平均値の高いｾ ｸﾞﾒﾝﾄ を見ると､ 適応
力､ 自主性､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ､ 向社会性･ 社会性､ の4 つの分類では①『特に多い』層が､
思いやり･ 精神の安定性においては④『海外家族旅行』層が高い値となり､ ④『海外家族旅行』層
と①『特に多い』層で5 分類すべての満足度で1､2 番目に高い値を占める結果となった｡
反対に不満足度（図表14 ）の点から見ても､ 適応力､ 自主性､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ､ 向社会性･
社会性､ 思いやり･ 精神の安定性の5 つの資質の分類すべてにおいて⑧『家族旅行経験なし』層の
不満足度の平均が最も高く､ 次いで､5 分類とも⑦『特に少ない』層の不満足度の平均値が2 番目
に高い結果となっており､ 一方で不満足度の平均値の低いのは､ 適応力､ 自主性､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｶ､
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島田一男監修『家族の人間関係( Ｉ) 総論』､ ﾌﾞﾚｰﾝ 出版､1986 年
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問1　あなたがこれまで家族と出掛けた旅行回数はどのくらいですか？
小学校入学前（　　　　 ）回<らい　　　 小学生時代 （　　　　 ）回<らい

























）ﾃｰﾏ ﾊﾟｰｸ　 （　　 ）海･湖･川水浴　 （　　 ）名所･旧跡観光　 （　　 ）温泉




































年齢:（　　　　　 ）歳　　　　　 男性　･　 女性
問9　 家族構成( あなた以外の構成);
両親のみ　　 両親十兄弟　　　 父親のみ　　　 母親のみ
両親(＋兄弟)十祖父母　　 両親(＋兄弟)十祖父母十その他の親戚
両親(＋兄弟)十その他の親戚
その他(
問10 お住まいの都道府県をお答えください｡
（
父親または母親十兄弟
